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ある。本稿の第 1 節において、Law and Fi-
nance の議論はコーポレート・ガバナンスの
多様性に関する議論の中から生じていること























































































































































もたらすことを Hall and Soskice（2001）に
おいて制度的補完性と呼んでいると解釈して


























































































ガバナンスを規定する要因の 1 つとして La 
Porta, Lopez-Silanes, Shleifer and Vishny
（1998、2000、2002） の 一 連 の 研 究 を 例 に
「法と金融（Law and Finance）」の議論がな






























































Law and Finance の議論における「法が実






























て「 法 の 一 般 原 則（General principles of 
law）」を適用することにより幅広い事象に
対して対処可能であると述べている。一方、












































て い る。Roe（2003、2006） に よ れ ば、La 



























上 記 の よ う に、La Porta et al.（1998、
2000、2002）に対する批判は多いものの、宍





には正の相関がある」と主張した La Porta 
et al.（1998、2000、2002）の一連の論文に
よるところが大きい。










































































La Porta et al.（1998, 2000, 2002）の研究
では、過去に採択した法の起源によって、そ
の国のパフォーマンスが決定すると結論付け












大 別 で き る。La Porta et al.（1998, 2000, 
2002）は前者の考え方であり、Berkowitz et 
al.（2003）は後者の考え方である。





litical independence of the judiciary）」であ
り、第 2 の経路は「法制度の適合性（The 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本稿では Law and Finance の議論がコー
ポレート・ガバナンスにおける多様性の議論

























































Law and Finance の議論の変遷と比較法に関するサーベイ
79
する形態学（Morphologie）的な方法を提
示 し て い る。 高 田（2005） に よ れ ば、
Euken は政府と市場の関係を、「経済政策
の 目 標 を 成 す 経 済 形 態（Wirtschafts-
form）」と「個別経済主体の経済活動の集
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